
　今回は、3月30日（水）から開催する平成２３年度上期企画展「エピソードで
たどる ー ウランガラスの世界」展をご紹介します。本展では開館からの５年間
に妖精の森ガラス美術館がウランガラスについて研究した成果をまとめ、コレ
クターやギャラリーの協力を得て全国から集めた、話題性に富んだウランガラ
スを100点ほど展示します。
　欧米でも日本でも、市民生活に驚くほど浸透し愛好されていたウランガラス
の姿を浮き彫りにし、一つひとつの作品に秘められた意外なエピソードに耳を
傾けながらウランガラスの世界をたどる内容になっています。
　今回はその中から、日本人が最も好むフランス・アールヌーヴォーのガラス
工芸家、エミール・ガレの「雪に雀文花瓶」をご紹介します。雪中の雀を描
いたこの作品は、日本の工芸家が作ったのではないかと思わせるほど、ガレの

特徴である「ジャポニスム（日本趣味）」という作風をよく示しています。ウランガラスの緑が、まもなくやっ
てくる新緑の季節を力強く予言しています。

妖精の森ガラス美術館　館 長　畠山　耕造

お問い合せ先　妖精の森ガラス美術館　電話（０８６８）４４－７８８８

　なお、現在開催中の平成22年度下期企画展「～光と色彩のイリュージョン～　石井康治ガラス
アート展」は、３月28日（月）で終了します。
　まだ「石井康治ガラスアート展」をご覧になっていない方は、ぜひ美術館へお越しください。
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発表する定廣保育士

感謝状を受け取った
６園の研究リーダー


